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 キース・ジェンキンズ 歴史を考えなおす』法政大学出版局、二○○五年 月
論文・









































































































































 東洋大学アジア文化研究所所長 一四年三月まで） 。




刻史料新 』 （全四輯）書名・著者索引』 （汲古書院、二〇〇九年二月）『中国石刻関係図書目録（二〇〇八～二〇一二前半）稿』（明治大学東洋史資料叢刊一〇、明治大学東アジア石刻文物研究所、二〇一三年三月）責任編集唐代史研究会編『唐代史研究会報告第Ⅷ集
 東アジア史
における国家と地域』 （刀水書房、一九九九年七月）論文「劉晏の巡院設置について」 （ 『集刊東洋学』第二八号、一九七二年一〇月）「唐後半期に於ける度支使・塩鉄転運使系巡院の設置について」 （ 『集刊東洋学』第三〇号、一九七三年 二月）「唐代の地方塩政機構─とくに塩監 （塩院） ・ 等について─」 （ 『歴史』第四九輯、一九七六年一 月）「唐代後半期における巡院の地方行政監察業務について」
（ 『星博士退官記念中国史論集』同記念会、一九七八年一月）（中文訳） 「唐代後半期的巡院地方行政監察事務」 （張韶岩・馬雷訳） （劉俊文編『日本中青年学者論中国史
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一九九五年三月「唐代後半期の度支・塩鉄転運巡院制に関する若干の考察」 （中国唐代学会編輯委員会編『第三届中国唐代文化学術研討会論文集』 （台湾 中国唐代学会、 九九七年六月）「日本の隋唐史研究─社会経済史・制度史研究者の紹介を中心として─」 （ 『唐代史研究』 創刊号、 一九 八年六月）「洛陽出土唐代墓誌四方の紹介と若干 考察」 （ 『東洋大学文学部紀要』第五二集（史学科篇二四） 、一九九九年






文学研究科に進まれ、七四年三月に博士課程を単位取得満期退学。日本学術振興会奨励研究員、岩手大学非常勤講師、東北大 助手を歴任さ た後、 八二年四月 専任講師として本学史学科に着任された。 以後三十四年間の長きにわたり東洋史専攻の教員として本学科で教鞭を執られてきた。この間に、白山史学会会長や史学科学科主任、大学院史 専攻主任を務められるなど、学科運営にも貢献されてきた。このほかに、学内ではアジア文化研究所に所属して、所長を二期にわたり たほか 外では、唐代史研究会の会長も務められ 多くの後進を指導 てきた。　
先生の御研究は、隋唐時代の中国を対象とされ、謹厳な実証をその一貫した学風とされてきた。唐代の財政・物流政
策について、 特に「巡院」の解明 長年にわたり取り組まれ、 『新唐書』などの文献史料の記述を厳密に再検討する中で、その実態を明らかにされてきた。また同時代史料として墓誌に着目され、石刻史料関係文献の詳細な目録 まとめられるとともに、自身の研究 活用さ てき 。その中には長きにわたり定説とされてきた通念を覆す成果もあり、実証史家としての先生の面目躍如 るものがあ 。学生指導の面では 東洋史専攻で中国古代 ・中世史をテーマ 選んだ生の指導を一手に引き受けられてきた。 温かく時に厳しいその薫陶を受けて、 多くの学生が先生の門下より巣立っていったのであるが、卒業後も東洋史専攻でのコンパや旅行、同窓誌『東天紅』を通じ 少なからぬ教え子がつながりを保ち続けている は、まこと 先生の温厚な人柄によるところが大きかっ と振り返るものである。　
このような先生の足跡を思うと、まことに名残惜しいものがありますが、先生にはこれまでの御尽力に感謝申し上げ





研究面では、 長年チャーチスト運動の研究に携わり、 いくつかの翻訳書と多くの論文を執筆された。 また、 一九九〇年代
からは、 歴史理論につい も関心を広げ、 多くの著書・論文を執筆するとともに、 さまざまな研究会を主催してこの面でのわが国の研究を牽引された。 とくに二〇〇〇年代に入ってからは、 人間科学総合研究所によりつつ、 欧米の多くの著名学者を招聘して大規模な研究集会を開き、 東洋大学の名を日本における歴史理論研究の一大拠点として広く知らしめた。　
教育面では、ユーモアを絶やさぬ温容溢れる人柄から、多くの学生に慕われ、数多くの卒論指導学生を輩出した。岡
本ゼミから出て来る卒業論文は、欧米各国の広い領域にわたり 扱うテーマも非常に多岐にわたったが いずれにも共通するのは、自らの興味にしたがって自由に論じようとする姿勢であった。 生の個性を尊重し、必要最小限のこと以外は自由にやらせようとす 指導者の姿がそこ は見えた。それは時として失敗したが、成功した場合は、非常 質の高い卒論を生み出した。卒業を危ぶまれる学生も、そうした指導によって、多くが卒論完成に導かれ 。　
岡本教授の在籍した二七年間に 東洋大学文学部も大きな変化を経た。 二〇〇五年からは白山六号館で 一貫教育が始


































































































































































































































































































































































































日本史学卒論演習①（学部） 、日本史学特論Ⅰ 日本史学演習Ⅰ、日本史学特殊 Ⅰ 日本史学研究指導Ⅰ（大学院）






















白山史学会（会員） ・史学会（同） ・日本史研究会（同） ・海南史学会（同） 。
教育活動○












研究活動論文「大坂干鰯屋近江屋市兵衛の経営 （二） 」 （ 『東洋大学文学部紀要』六八集史学科四〇号、二〇一五年二月二五日）単著、一一一〜一二九頁「近世後期伊勢の肥料と農業経営」 （ 『東洋大学人間科学総合研究所紀要』一七号、二〇一五年三月） 六二〜一四 （一〜一八）頁「 『内分取調帳』からみた高橋家の経営」白川部達夫編『近世・近代の地域社会と名望家』Ⅲ（井上円了記念助成・共同研究二〇一四年度報告書、二〇 五年二月一四日）単著、三〜一四頁。
○その他
白川部達夫編『 世・近代の地域社会と名望家』Ⅲ・別冊『越後国宮川新田高橋家文書仮目録』 （井上円了記念助成・共同研究二〇一四年度報告書、二〇一五年 月 四日）共編、二五六頁「江戸時代の古文書の読み方４、 宗門人別帳」 『書物學』四号（勉誠出版、二〇一五年二月 〇日）単著、六四〜七四頁「江戸時代の古文書の読み方５、 年貢割付状」 『書物學』五号（勉誠出版、二〇一五年七月 七日）単著、二三〜三一頁
二五二
「江戸時代の古文書の読み方６、水と村」 『書物學』六号（勉誠出版、二〇一五年一一月一〇日）単著、八三〜九三頁





白山史学会、 関東近世史 会（評議員） 、 日本古文書学会（評議員） 、立正史学会（評議員）歴史学研究会、日本史研究会、歴史科学協議会、地方史研究協議会（会員） 、
教育活動○学内



















 『防長米改良と米穀検査─米穀市場の形成と産地（一八九〇年代〜一九一〇年代） 』 、 単著、 日本経済評論社、 二〇一六年一月、一〜三七二頁
○資料紹介・




 社会経済史学会第八四回全国大会・自由論題報告「戦前期日本における米穀先物市場の統合と情報効率性─東京米穀商品取引所・大阪堂島米穀取引所を中心に─」 （二〇一五年五月三一日、早稲田大学） 、司会
○調査活動・
 日本学術振興会二〇一五年度科 研究費補助金（基盤研究（Ｃ） ） 、 「戦争と食糧難─太平洋戦争前後における食糧消費の窮乏化に関する実証的・総合的研究─」 、研究代表者
・
 日本学術振興会二〇一五年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ） ） 、 「戦前期日本商社の環太平洋貿易の総合的研究」 、連携研究者
・
 日本学術振興会二〇一五年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ） ） 、 「近代日本勢力圏下の市場統合と情報効率性 時変構造─内地・朝鮮米穀市場を中心に─」 、研究分担者
○国内特別研究（二〇一五年度）学会活動・



































白山史学会（常任委員） ・唐代史研究会・東洋史研究会・東方学会・史学会・法制史学会・東北中国学 中国社会文化学会・日本中国考古 以上、会員）
二五四
教育活動





















 「交通運輸」単著（ 『中国年鑑２０１５』 、中国研究所、
二〇一五年五月）三四二〜三四五頁
・
 「歴史学会第三九回大会シンポジウム参加記」単著（ 『史潮』新七七号、二〇一 年六月）九七〜九九
・
 「二〇一四年度第三二回大会共通論題報告「新幹線五〇年─その歴史と現状の国際的考察」問題提起」単著（ 『鉄道史学』第三三号、二〇一五年一 月）三七〜 八頁
○学会活動
白山史学会（会長） 、鉄道史学会（理事 、メトロポリタン史学会（委員） 、史学会、社会経済史学会、東洋史研究会、歴史学会
教育活動○




























































































 日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究（Ａ） ） （一般） 「制度と政治社会の相互関係から見たヨーロッパ中世の発展と変容」研究分担者
・

































 研究代表者、科学研究費補助金（若手Ｂ） 「王政復古期イギリスにおける臣民と市民」 （二〇一三〜二〇一六年度）
・
 研究分担者、科学研究費補助金（基盤Ｂ） 「歴史的ヨーロッパにおける複合政体のダイナミズムに関する国際比較研究」 （研究代表者・古谷大輔〔大阪大学〕 、二〇一三〜二〇一六年度）
・
























 研究代表者、 「文化的意識としての過去認識」 （平成二五年〜二七年度科学研究費・基盤Ｃ）
学会活動
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